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(57)【要約】
【課題】傘の傾きやがたつきを防止でき、作業の邪魔に
もならないようにした上で、不使用時に傘部をコンパク
トに収納できるようにすることと、使用時に装着者自身
と周りの人に対して安全に装着できるようにすることで
ある。
【解決手段】傘部１２の骨を、背負子部１の上端部に支
持され、前後方向へ平行に延びる２本の縦骨１３ａを有
する基骨１３と、その両側へ上方から回動されて拡張さ
れ、基骨１３に下方から当接支持される一対の回動拡張
骨１４とで形成し、回動拡張骨１４の枠骨１４ａを基骨
１３の両側で前後方向に連なる半矩形状のものとして、
回動拡張骨１４を基骨１３に重ね合わせるように折り畳
み可能とすることにより、不使用時に傘部１２をコンパ
クトに収納できるとともに、使用時に装着者自身と周り
の人に対して安全に装着できるようにした。
【選択図】図５



(2) JP 2010-187724 A 2010.9.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平行な２本の縦枠部材が複数の横枠部材で連結され、前記縦枠部材を身体の背中に上下
に向けて装着される背負子部と、この背負子部の上端部から身体の前方へ張り出し、骨に
傘布が張られる傘部とから成り、前記傘部を前記背負子部の上端部に幅方向の複数点で支
持されるように取り付けた身体装着型傘具において、前記傘部の骨を、前記２本の各縦枠
部材の上端部に支持され、前後方向へ平行に延びる２本の縦骨を有する基骨と、この基骨
の両側へ回動されて拡張される一対の回動拡張骨とで形成し、これらの回動拡張骨を前記
基骨に重ね合わせるように折り畳み可能としたことを特徴とする身体装着型傘具。
【請求項２】
　前記一対の回動拡張骨を前記基骨の上方から回動させて拡張させ、この拡張させた回動
位置で、前記基骨に下方から当接支持されるようにした請求項１に記載の身体装着型傘具
。
【請求項３】
　前記一対の回動拡張骨を、両端が前記基骨の前後端部に枢着され、前記基骨の両側へ回
動されて拡張されたときに、基骨の両側で前後方向に連なる枠を形成するものとした請求
項１または２に記載の身体装着型傘具。
【請求項４】
　前記一対の回動拡張骨に、前記基骨の両側で前後方向に連なる枠の内側で、枠の前部と
後部を前記縦骨と平行に連結する補強骨を設けた請求項３に記載の身体装着型傘具。
【請求項５】
　前記回動拡張骨と前記補強骨をワイヤ部材で形成し、前記補強骨が連結される回動拡張
骨の枠の前部と後部に、略Ｖ字状に連結側へ屈曲する屈曲部を設けた請求項４に記載の身
体装着型傘具。
【請求項６】
　前記基骨の２本の縦骨を複数の横骨で連結した請求項１乃至５のいずれかに記載の身体
装着型傘具。
【請求項７】
　前記傘部を前記背負子部の前面側へ折り畳み可能とした請求項１乃至６のいずれかに記
載の身体装着型傘具。
【請求項８】
　前記背負子部の上端部に傾動する傾動爪を取り付け、前記傘部に前記傾動爪を係止する
鈎部材を取り付けて、前記折り畳み可能とした傘部を前記背負子部の前方へ張り出すよう
に回動したときに、前記傾動爪が直立した状態で前記鈎部材に係止されて、前記傘部が前
方へ張り出す位置で保持され、前記傾動爪を傾動したときに、前記鈎部材による係止が解
除されて、前記傘部が折り畳まれるようにした請求項７に記載の身体装着型傘具。
【請求項９】
　前記背負子部の縦枠部材を伸縮可能とした請求項１乃至８のいずれかに記載の身体装着
型傘具。
【請求項１０】
　前記傘部の傘布を着脱可能とし、この傘布の外周部に、弾性復元力で環状に拡がる弾性
ワイヤ部材を取り付けた請求項１乃至９のいずれかに記載の身体装着型傘具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体の背中に装着される身体装着型傘具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　雨傘や日傘を差したときに、両手が自由に使用できるように、これらの傘を身体に保持
するようにした各種の傘保持具が提案されている（例えば、特許文献１、２参照）。特許
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文献１に記載されたものでは、腰に回される腰ベルトと右肩に掛けられる肩ひもとに、傘
の把手と心棒を取り付けて、傘を身体の前面右側に保持するようにしている。また、特許
文献２に記載されたものでは、背中ゴムバンド付背中平板と肩ベルト付肩平板とに傘の把
手と心棒を取り付けて、傘を身体の背中に保持するようにしている。この他にも、傘の把
手や心棒を首や肩に掛けて保持するようにしたものもある。
【０００３】
　また、傘の心棒を二股状になる中軸とし、二股状に開いた中軸の下端部をズボンの前面
上端に取り付け、これらの中軸の中途部を、ズボンの背面上端に取り付けたＹ字状の吊り
バンドの上端に設けたフックに取り付けて、身体の前面に装着するようにした傘セットも
提案されている（例えば、特許文献３参照）。
【０００４】
　特許文献１、２に記載されたように、傘の心棒や把手を取り付けて傘を身体に保持する
傘保持具は、通常の傘は、傘布が張られた傘部が心棒の先端部に一点で支持されるように
取り付けられているので、傘を差して、農作業、釣り、カメラ撮影等の作業のために身体
を動かしたり、風が吹いたりすると、心棒に大きなモーメントが発生し、心棒や把手の取
り付け部に大きなモーメント荷重が作用する。このため、保持された傘が傾いたり、がた
ついたりして不安定になる問題があった。
【０００５】
　また、特許文献３に記載された傘セットも、傘部が心棒の先端部に一点で支持されるよ
うに取り付けられているので、傘を差して作業のために身体を動かしたり、風が吹いたり
すると、心棒に大きなモーメントが発生する。この傘セットは、心棒が二股状の中軸とさ
れ、二股状に開けられた中軸が、ズボンの前面上端とＹ字状の吊りバンドの上端に設けた
フックに取り付けられるので、上述した傘保持具よりは、各取り付け部に作用するモーメ
ント荷重を低減することができるが、二股状に開けられた中軸は開き間隔を固定されず、
独立にズボンの上端や吊りバンドのフックに取り付けられているので、傘の傾きやがたつ
きを十分に抑制することはできない。この傘セットは、身体の前面に装着されるので、作
業の邪魔になる問題もあった。
【０００６】
　上述した問題を解決するために、本発明者らは、平行な２本の縦枠部材を複数の横枠部
材で連結し、身体の背中に縦枠部材を上下に向けて装着される背負子部と、この背負子部
の上端部から前方へ張り出し、骨に傘布が張られる傘部とから成り、傘部を背負子部の上
端部に幅方向の複数点で支持されるように取り付けた身体装着型傘具を先に提案している
（例えば、特許文献４参照）。特許文献４に提案したものでは、傘部を背負子部の前面側
へ折り畳み可能とし、この傘部の骨を、前後方向へ延びる２本の縦骨と、これらの縦骨と
交差して左右方向に延びる複数本の横骨で形成し、これらの各横骨を伸縮可能としている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平７－２５５５２０号公報
【特許文献２】特開２００４－１６７９４号公報
【特許文献３】特開２０００－１３９５３３号公報
【特許文献４】特開２００９－１１５２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献４に先に提案した身体装着型傘具は、傘を差して身体を動かしたり、風が吹い
たりしても、傘の傾きやがたつきを防止でき、かつ、作業の邪魔にならないが、傘部の左
右方向に延びる伸縮可能な横骨を縮めても、その先端が前後方向へ延びる２本の縦骨の両
側へ突出する。このため、持ち運び等の不使用時に、傘部を傘袋等の容器にコンパクトに
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収納し難い問題がある。
【０００９】
　また、使用時には、突風や強風が吹いたときに、傘部にかかる風圧を逃がすことができ
ずに、装着者が風に煽られる恐れと、伸ばした横骨の先端が左右方向に突き出して、周り
の人の顔等に当たる恐れもある。
【００１０】
　そこで、本発明の課題は、傘の傾きやがたつきを防止でき、作業の邪魔にもならないよ
うにした上で、不使用時に傘部をコンパクトに収納できるようにすることと、使用時に装
着者自身と周りの人に対して安全に装着できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明は、平行な２本の縦枠部材が複数の横枠部材で連
結され、前記縦枠部材を身体の背中に上下に向けて装着される背負子部と、この背負子部
の上端部から身体の前方へ張り出し、骨に傘布が張られる傘部とから成り、前記傘部を前
記背負子部の上端部に幅方向の複数点で支持されるように取り付けた身体装着型傘具にお
いて、前記傘部の骨を、前記２本の各縦枠部材の上端部に支持され、前後方向へ平行に延
びる２本の縦骨を有する基骨と、この基骨の両側へ回動されて拡張される一対の回動拡張
骨とで形成し、これらの回動拡張骨を前記基骨に重ね合わせるように折り畳み可能とした
構成を採用した。
【００１２】
　すなわち、傘部の骨を、２本の各縦枠部材の上端部に支持され、前後方向へ平行に延び
る２本の縦骨を有する基骨と、この基骨の両側へ回動されて拡張される一対の回動拡張骨
とで形成し、これらの回動拡張骨を前記基骨に重ね合わせるように折り畳み可能とするこ
とにより、傘の傾きやがたつきを防止でき、作業の邪魔にもならないようにした上で、不
使用時に傘部をコンパクトに収納できるようにした。
【００１３】
　前記一対の回動拡張骨を前記基骨の上方から回動させて拡張させ、この拡張させた回動
位置で、前記基骨に下方から当接支持されるようにすることにより、使用時に突風や強風
が吹いたときに、拡張した回動拡張骨が簡単に回動して折り畳まれるようにし、傘部にか
かる風圧を逃がして、装着者が風に煽られるのを防止することができる。また、一対の回
動拡張骨を回動するのみで、簡単に拡張した状態に保持することができる。
【００１４】
　前記一対の回動拡張骨を、両端が前記基骨の前後端部に枢着され、前記基骨の両側へ回
動されて拡張されたときに、基骨の両側で前後方向に連なる枠を形成するものとすること
により、回動されて拡張される回動拡張骨に左右方向への突出部をなくし、使用時に周り
の人に対して安全に装着することができる。
【００１５】
　前記一対の回動拡張骨に、前記基骨の両側で前後方向に連なる枠の内側で、枠の前部と
後部を前記縦骨と平行に連結する補強骨を設けることにより、回動拡張骨の剛性を高める
ことができる。
【００１６】
　前記回動拡張骨と前記補強骨をワイヤ部材で形成し、前記補強骨が連結される回動拡張
骨の枠の前部と後部に、略Ｖ字状に連結側へ屈曲する屈曲部を設けることにより、補強骨
を簡単に安定して固定することができる。
【００１７】
　前記基骨の２本の縦骨を複数の横骨で連結することにより、基骨の剛性を高めることが
できる。
【００１８】
　前記傘部を前記背負子部の前面側へ折り畳み可能とすることにより、持ち運び等の不使
用時に、身体装着型傘具をコンパクトに折り畳むことができる。
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【００１９】
　前記背負子部の上端部に傾動する傾動爪を設け、前記傘部の基端部に前記傾動爪を係止
する鈎部を設けて、前記折り畳み可能とした傘部を前記背負子部の前方へ張り出すように
回動したときに、前記傾動爪が直立した状態で前記鈎部に係止されて、前記傘部が前方へ
張り出す位置で保持され、前記傾動爪を傾動したときに、前記鈎部による係止が解除され
て、前記傘部が折り畳まれるようにすることにより、傘部の張り出しと折り畳みを簡単に
行うことができる。
【００２０】
　前記背負子部の縦枠部材を伸縮可能とすることにより、傘部の高さ位置を調整できると
ともに、不使用時に背負子部をコンパクトに縮めることができる。
【００２１】
　前記傘部の傘布を着脱可能とし、この傘布の外周部に、弾性復元力で環状に拡がる弾性
ワイヤ部材を取り付けることにより、傘布を傘部の骨に簡単に装着できるとともに、不使
用時に傘布をコンパクトに収納することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の身体装着型傘具は、傘部の骨を、２本の各縦枠部材の上端部に支持され、前後
方向へ平行に延びる２本の縦骨を有する基骨と、この基骨の両側へ回動されて拡張される
一対の回動拡張骨とで形成し、これらの回動拡張骨を前記基骨に重ね合わせるように折り
畳み可能としたので、傘の傾きやがたつきを防止でき、作業の邪魔にもならないようにし
た上で、不使用時に傘部をコンパクトに収納することができる。
【００２３】
　前記一対の回動拡張骨を基骨の上方から回動させて拡張させ、この拡張させた回動位置
で、基骨に下方から当接支持されるようにすることにより、使用時に突風や強風が吹いた
ときに、拡張した回動拡張骨が簡単に回動して折り畳まれるようにし、傘部にかかる風圧
を逃がして、装着者が風に煽られるのを防止することができる。また、一対の回動拡張骨
を回動するのみで、簡単に拡張した状態に保持することができる。
【００２４】
　前記一対の回動拡張骨を、両端が基骨の前後端部に枢着され、基骨の両側へ回動されて
拡張されたときに、基骨の両側で前後方向に連なる枠を形成するものとすることにより、
回動されて拡張される回動拡張骨に左右方向への突出部をなくし、使用時に周りの人に対
して安全に装着することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】身体装着型傘具の実施形態を示す側面図
【図２】図１のカバーシートと傘布を取り外した身体装着型傘具を示す外観斜視図
【図３】図２の側面図
【図４】図３の背負子部と傘部の連結部を拡大して示す断面図
【図５】ａは図１の身体装着型傘具の傘部を示す底面図、ｂはａの回動拡張骨を折り畳ん
だ状態を示す正面図
【図６】図１のカバーシートを示す展開平面図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面に基づき、本発明の実施形態を説明する。この身体装着型傘具は、図１およ
び図２に示すように、身体Ａの背中に上下に向けて装着される背負子部１と、背負子部１
の上端部から身体Ａの前方へ張り出し、骨に傘布１１が張られる傘部１２とから成る。背
負子部１は、腰部に回される腰ベルト２ａと、両肩に掛けられる２本の肩ベルト２ｂで背
中に装着され、腰ベルト２ａと各肩ベルト２ｂは長さ調節可能とされており、背負子部１
には、荷物等を入れる袋部材３も取り付けられている。また、傘部１２には、豪雨や横殴
りの雨が身体Ａに当たるのを防止するように、身体Ａの周囲に垂下されるカバーシート２
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１が着脱可能とされている。
【００２７】
　図２および図３に示すように、前記背負子部１は、パイプ材で形成された平行な２本の
伸縮可能な縦枠部材４と、これらの縦枠部材４を連結する上下３本の横枠部材５ａ、５ｂ
、５ｃとから成る。各縦枠部材４は、親枠部材４ａと、その上端からスライド自在に嵌挿
された子枠部材４ｂとから成り、親枠部材４ａの上端部に取り付けられた係止レバー４ｃ
で子枠部材４ｂを任意のスライド位置で係止して、伸縮量を調整できるようになっている
。一番上の横枠部材５ａは子枠部材４ｂ同士を連結し、その下の２本の横枠部材５ｂ、５
ｃは、親枠部材４ａの上端部と下端部を連結している。
【００２８】
　図４に示すように、前記背負子部１の各縦枠部材４の子枠部材４ｂの上端部と、後述す
る傘部１２の基骨１３を形成する２本の縦骨１３ａの基端部には、傘部１２を背負子部１
の前面側へ折り畳み可能にピン６ａで枢着する連結部材７ａ、７ｂが取り付けられている
。背負子部１側の連結部材７ａには、上端に爪が形成された傾動爪８がピン６ｂで枢着さ
れ、傘部１２を前方へ張り出すように回動させたときに、傾動爪８が直立した状態で、傘
部１２側の連結部材７ｂに形成された鈎部９に係止され、傘部１２が前方へ張り出す位置
で保持されるようになっている。傾動爪８はコイルばね１０によって、鈎部９に係止され
る回動方向に付勢され、傾動爪８を枢着するピン６ｂの下方には押しボタン８ａが設けら
れている。この押しボタン８ａを押して傾動爪８を傾動したときに、鈎部９による係止が
解除されて、傘部１２が折り畳まれる。
【００２９】
　図２および図５（ａ）、（ｂ）に示すように、前記傘部１２の骨は、２本の各縦枠部材
４の子枠部材４ｂの上端部に支持され、前後方向へ平行に延びる２本の縦骨１３ａを有す
る基骨１３と、この基骨１３の両側へ回動されて拡張される一対の回動拡張骨１４とで形
成されている。基骨１３の２本の縦骨１３ａは、４本の横骨１３ｂで連結されて補強され
ている。
【００３０】
　前記一対の回動拡張骨１４は、拡張されたときに、基骨の両側で前後方向に連なる半矩
形状の枠を形成する枠骨１４ａと、枠骨１４ａの内側でその前部と後部を縦骨１３ａと平
行に連結する補強骨１４ｂとから成る。枠骨１４ａの両端部は、縦骨１３ａの前後端部を
連結する横骨１３ｂの両端部近傍に枢着されており、一対の回動拡張骨１４は基骨１３の
上方から回動されて拡張され、拡張した回動位置で基骨１３に下方から当接支持されて係
止されるようになっている。
【００３１】
　また、前記枠骨１４ａと補強骨１４ｂは、金属ワイヤ部材を樹脂で被覆したものとされ
、補強骨１４ｂが連結される枠骨１４ａの前部と後部には、略Ｖ字状に連結側へ屈曲する
屈曲部１５が設けられている。
【００３２】
　前記傘布１１は着脱可能とされ、図５（ａ）に示すように、内面側の複数箇所に、基骨
１３と回動拡張骨１４に着脱するための面ファスナ１６が取り付けられ、外周部に弾性復
元力で環状に拡がる弾性ワイヤ部材１１ａが取り付けられている。なお、面ファスナ１６
は、重ね合わされる２枚のファスナ片の間に基骨１３や回動拡張骨１４を挟持するように
なっている。したがって、傘布１１は、傘部１２に装着したときに、弾性ワイヤ部材１１
ａの弾性復元力によって自然に拡がり、不使用時はコンパクトに折り畳んで収納すること
ができる。また、傘布１１の外周の複数箇所には、カバーシート２１を着脱するための面
ファスナ１７ａが取り付けられている。
【００３３】
　図６に示すように、前記カバーシート２１は１枚の透明な樹脂シートで形成され、上端
縁の複数箇所に、傘布１１の面ファスナ１７ａと着脱される面ファスナ１７ｂが取り付け
られている。また、カバーシート２１は、身体Ａの前面で合わせられる左右両端縁の上部
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に、顔の前面側を開ける切欠き部２２が設けられ、その下方に、身体Ａの前面側を開閉す
るための線ファスナ２３が取り付けられている。カバーシート２１の両側部分には、両手
を通すスリット２４も設けられている。なお、傘具を蚊の出る季節に農作業用等に使用す
る場合は、カバーシート２１を蚊避け用のメッシュシートに交換することもできる。
【００３４】
　上述した実施形態では、回動拡張骨の枠骨を半矩形状のものとしたが、回動拡張骨の枠
骨は、半円形状等の他の形状のものとすることもできる。
【符号の説明】
【００３５】
１　背負子部
２ａ　腰ベルト
２ｂ　肩ベルト
３　袋部材
４　縦枠部材
４ａ　親枠部材
４ｂ　子枠部材
４ｃ　係止レバー
５ａ、５ｂ、５ｃ　横枠部材
６ａ、６ｂ　ピン
７ａ、７ｂ　連結部材
８　傾動爪
８ａ　押しボタン
９　鈎部
１０　コイルばね
１１　傘布
１１ａ　弾性ワイヤ部材
１２　傘部
１３　基骨
１３ａ　縦骨
１３ｂ　横骨
１４　回動拡張骨
１４ａ　枠骨
１４ｂ　補強骨
１５　屈曲部
１６、１７ａ、１７ｂ　面ファスナ
２１　カバーシート
２２　切欠き部
２３　線ファスナ
２４　スリット
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